
微積分学 II 問題 6.2の 2. と 4. 山根・八田
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問題 6.2の 2 !! の定義は p.156
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n = 0 の項は消える． n− 1 = mとおく. mを再び nと書くことも多い.
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問題 6.2の 4 まともに微分するよりも既知の展開に結びつける方が楽.
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特別付録: 数列の極限について深く理解する(詳しくは微積分学 III)
数列 {an}∞n=0 を考える. limn→∞ an = `とする．nを十分大きくとれば ` − 1 <
an < ` + 1. 同様に nを十分大きく (先ほどよりもっと大きく)とれば ` − 0.1 <
an < `+0.1 である. 1 や 0.1 の代わりに 0.00001, 0.000000001 などとしても (必
要ならもっと大きな nをとることによって) 同様のことが言える. つまり

ε > 0 がどんなに小さくても, それに合わせて n を十分大きくとれば
`− ε < an < ` + ε が成り立つ.

定理 6.2.5の証明等でこれの変種を使う. すなわち
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